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平成２６年８月７日 

各 位 

会 社 名 戸田建設株式会社 

代表者名 代表取締役社長 今井 雅則 

（コード：1860、東証第一部） 

問合せ先 執行役員(財務担当) 海老原 恵一 

（TEL．03－3535－1357） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成26年5月15日に開示した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

 

● 業績予想の修正について 
 

平成27年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

186,000
百万円

△500
百万円

100
百万円 
△140 

円 銭

△0.45

今回修正予想（Ｂ） 199,000 4,100 4,900 5,300 17.03

増 減 額（Ｂ－Ａ） 13,000 4,600 4,800 5,440 

増 減 率（ ％ ） 7.0 - - - 

（参考）前期第2四半期実績 
（平成26年３月期第2四半期） 

208,387 5,892 6,665 11,109 35.70

 

平成27年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

427,000
百万円

3,900
百万円

5,300
百万円 
4,700 

円 銭

15.10

今回修正予想（Ｂ） 429,000 5,400 7,100 7,400 23.78

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,000 1,500 1,800 2,700 

増 減 率（ ％ ） 0.5 38.5 34.0 57.5 

（参考）前期実績 
（平成26年3月期） 

448,987 4,782 6,584 10,228 32.87

 

平成27年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

170,500
百万円

△800
百万円

△200
百万円 
△250 

円 銭

△0.80

今回修正予想（Ｂ） 183,000 3,700 4,400 4,600 14.78

増 減 額（Ｂ－Ａ） 12,500 4,500 4,600 4,850 

増 減 率（ ％ ） 7.3 - - - 

（参考）前期第2四半期実績 
（平成26年３月期第2四半期） 

191,886 6,489 7,229 10,914 35.07
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平成27年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

390,000
百万円

3,000
百万円

4,300
百万円 
4,200 

円 銭

13.50

今回修正予想（Ｂ） 391,000 4,600 6,000 6,400 20.57

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,000 1,600 1,700 2,200 

増 減 率（ ％ ） 0.3 53.3 39.5 52.4 

（参考）前期実績 
（平成26年3月期） 

409,513 4,687 6,270 9,235 29.68

 

修正の理由 

 

１． 個別業績予想 

（1）第2四半期累計期間 

売上高につきましては、手持工事の進捗に伴い125億円の増加となる見込みです。 

利益面につきましては、資材や労務費の動向等が不透明であることから期初に慎重な予測を行ってい

たことに加え、コスト管理の徹底により建設事業における工事採算が改善したことから、営業利益45億

円、経常利益46億円、当期純利益48億円の増加を、それぞれ見込んでおります。 

 

（2）通期 

売上高につきましては、10億円の増加となる見込みです。 

利益面につきましては、第２四半期業績予想の修正を踏まえ、営業利益16億円、経常利益17億円、

当期純利益22億円の増加を、それぞれ見込んでおります。 

 

２．連結業績予想 

個別業績予想と同様の理由により修正するものです。 

 

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報に基づいており、実際の業績は様々な要因により 

予想と異なる可能性があります。 

以 上 


